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■1 はじめに 

1.1 作図くんシリーズ・iDA_Org_Ltd 

 本アプリケーションは、お客様に iDA_Org-RunOnExcelを体験して頂くための試供版です。iDA_Orgの処理

可能点数に制限を加えていますが機能は同じです。 

 

1.2 機能の概要 

■ iDA_Orgは Excelのオートシェイプを使用して、シート上に入力したデータをもとに図形を正確に作図する

アプリケーションです。シート上に作図した図形を Dxf出力することもできます。アプリケーションの操作は全てシ

ート上で行います。結果の出力、コピー、貼り付けなど通常の Excel コマンドも実行できますので、入力データを

Excelの計算機能を利用して効率的に作成することもできます。 

 

 

図-1.1 iDA_Orgの機能 

 

 アプリケーションの機能は、図-1.1に示す 3つがあり、それらを 2D  、Fx 、Lines  と

呼びます。各々の機能は次のとおりです。 

(1) 2D  

 幾何図形と複合図形をシートに入力した点の座標をもとに作図できます。作図要素は、直線、曲線、円とテキス

トです。図-1.2に向日葵の作図例を示します。花びらは回転複写で作成しています。 
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図-1.2 2Dの作図例 

 

 図-1.3はシート上に作図した図形をDｘｆデータとして出力し、AutoCadで読み込んだものです。 

 

図-1.3 Dxfデータの AutoCadによる表示例 
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 (2) Fx  

  関数を作図することができます。図-1.4に減衰振動の作図例を示します。作図できる関数は、

と の形式です。関数は Excelの関数式として入力しますので、Excelで使用

可能な関数が全て取り扱えます。 の形式を使用すれば、円や楕円を作図することができます。 

 

 

 

 

図-1.4 Fxの作図例 
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(3) Lines   

 2直線の交点、線間隔などの線分の簡単な計算ができます。図-1.5 にLinesの作図例を示します。図-1.5で

は 2直線の交点、最大と最小の線間隔および点から直線への垂線の計算結果を作図しています。 

 計算した交点座標などの値はセルに表示されます。 

 

 

 

図-1.5 Linesの作図例 
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■2 インストール方法 

2.1 動作環境 

 

 インストールされる前に 表-2.1に示す －RunOnExcelシリーズの動作環境をご確認願います。 

 

表-2.1 －RunOnExcel シリーズの動作環境 

           OS                  Windows7（32bit/64bit版）以上 

           CPU                ご使用中の OSが推奨する環境以上 

           メモリ                ご使用中の OSが推奨する環境以上 

                                4GB以上を推奨します。 

           ハードディスク容量        1GB以上 

           Excelのバージョン       Excel2010以上  

           .NET Framework       3.5、4.0、4.5 

 

   .NET Framework 4.0 と 4.5は共存できません。どちらか一方を設定願います。 

 

 

  .NET Framewor のバージョン 

 

  .NET Framewor4.0 は WindowsVista と Windows7 には標準でインストールされています。

また NET Framework3.5 がインストールされていれば 2.0 と 3.0 もサポートされます。 
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2.2 インストール手順 

 弊社ホームページのネットショップサイト(http://rb-stdesign.com/index02.html)よりダウンロードし

た iDA_Org_Ltd.zipフォルダーを開き、setup.exeファイルをダブルクリックして下さい。 

 

 
図-2.1 setup.exeの選択 

 

 

 セットアップウィザードが開きますので、その指示にしたがってアプリケーションをインストールし

てください。 

 

 
図-2.2 セットアップウィザード 
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 インストール中にライセンス条項が表示されますので使用許諾契約書をご確認願います。ご同意頂け

るときは、［同意する］を選択して次へ進んで下さい。 

 

 

 
図-2.3 ライセンス条項 

 

 インストールフォルダーで赤丸印のフォルダーを指定します。 

 

図-2.4 インストールフォルダー 

 

このフォルダーはアプリケーション実行時に必要になるので記憶願います。デフォルト値は、

C:¥Program Files(x86）です。 
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図-2.5 インストールの完了 

 

 以上でインストールは完了です。 

  

  

2.3 アンインストール 

 アンインストールは［コントロールパネル］ 

           ⇒ ［プログラムのアンインストール］ 

⇒ ［iDA_Org_Ltd］を選択して実行してください。

 

図-2.6 アンインストール 
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■3 iDA_Org_Ltd 

                      の実行方法 

3.1 実行ファイル 

 本アプリケーションの実行ファイルは Excelファイルそのものです。インストール時に指定したイン

ストールフォルダー内の iDA_Org_Ltd.xltxファイルをクリックすればアプリケーションが利用できま

す。iDA_Org_Ltd.xltxファイルへのショートカットをデスクトップに作成しておくと便利です。 

 

 

 

図-3.1 iDA_Org_Ltd.xltxファイルを開く 

 

 

  インストールフォルダー以外での実行方法 

 このアプリケーションは図-3.1に示す 6個のファイルが同じフォルダー内にあれば実行できま

す。インストール済みのファイルを他のフォルダーにコピーした場合、iDA_Org_Ltd.xltxを開くと

下図のようなメッセージが表示されますが、コンピュータに危害を加えることはありませんのでイ

ンストールを選択して下さい。また、iDA_Org_Ltdのファイル名を変更することも可能です。 
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3.2 リボンメニュー 

 iDA_Org_Ltdのリボンメニューを使用するために、図-3.2のリボンを展開してください。 

 

 
図-3.2 iDA_Org_Ltdリボンの展開 

 

 

 iDA_Org_Ltdのリボンメニューは図-3.3に示すように、① 計算、② 図面操作、③ Dxf出力があ

ります。これらのメニューを実行するときは、計算シート 2D、計算シート Fxまたは計算シート Lines

をアクティブにしておきます。リボンメニューのアイコンの機能は次のとおりです。 

 

① 計算 

   2Dの計算を実行します。 

   Fxの計算を実行します。 

   Linesの計算を実行します。 
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 図-3.3 リボンメニュー 

 

   シートのリセット。誤操作による計算シートの変更を初期化します。 

   色指定はシートに直接入力するほか、このアイコンによって色を選択することができます。 

     プルダウンメニューで色番号を選択しその番号の色をカラーダイアログから選択します。 

     ［再選択を可能にする］は、1を設定後、再度 1を設定したいときなどに使用します。 

   2Dのテキストのフォントを設定します。日本語フォントのみ有効です。 
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② 図面操作 

   作図画面の図形要素を削除します。作図画面は計算シートの右側にあります。画面は A4版 

     サイズです。 

   作図画面の図形を拡大・縮小します。 

   作図画面の図形を上下に移動します。 

   作図画面の図形を左右に移動します。 

 

③ Dxf出力 

   2Dで作図した図形を DXFファイル形式で出力します。出力する座標値は内部計算値を使用 

     していますので、作図要素のポイントによる誤差は生じません。 

 

3.3 入力データ 

 使用する機能に応じて、2D、Fx、Linesの計算シートを選択します。シートW1は作業用シートとし

て予備計算や結果の保存にご使用下さい。また、雛形シートは保護されているので内容の変更はできま

せん。 

 データを入力するセルは水色で塗りつぶされていますので、その箇所にデータを入力します。入力デ

ータの説明は各々の計算シートの説明を参照願います。 

 

 

  例題 

 弊社ネットショップよりダウンロードした iDA_Org_Ltd.zipフォルダー内にある iDA_Orgの例

題.xlsxファイルに簡単な例題を準備しています。まず例題をご使用していただくことが、実行方

法を理解する近道です。 
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3.4 Excelの計算機能を利用したデータ作成例 

 ここでは、例題の［2DH形鋼］をもとに Excelの計算機能を利用したデータ作成方法を説明します。 

H形鋼を作図するには図-3.4に示すように多くの点の座標が必要となりますが、高さHと幅 Bを決めれ

ば全ての点の座標を計算することができます。 

 例題では、Hと Bの入力値から該当するH形鋼の寸法値を、表-3.1から VLOOKUP関数を利用して

決定しています。H形鋼の寸法値が決まれば作図に必要な点の座標値を計算することは容易です。この

計算値を 2Dの入力セルに指定すれば、H形鋼の BとHを入力するだけで形状を作成するシートが完成

します。 

 

        

図-3.4 H形鋼の形状 

 

 この例題のように少ないパラメータで形状が決定できる場合、Excelの計算機能を利用したデータ作成

が有効です。構造設計の実務ではこのような事例が多く見受けられます。例題のようなシートを作成し

て形状を作図したものを Dxfデータとして出力すれば図面作成を効率化することもできます。 
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表-3.1 H形鋼の寸法 
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■4 RunOnExceシリーズのご紹介 
 

4.1 -RunOnExcelシリーズ 

 

 ライトブレイン設計(株)が提供します－RunOnExcelシリーズは.NET対応アプリケーションです。このアプリケ

ーションは Excelシートにデータを入力し、リボンにより計算指示を行い、計算結果をシートに表示します。 

 ライトブレインの-RunOnExcelシリーズの主なメリットは次の 3つです。 

 

(1) 低価格 

 期限付き使用許諾権であるサブスクリプションを販売するため低価格でご利用になれます。 

 

(2) 操作が簡単 

 使い慣れた Excelの操作で全ての処理が可能です。インストール後すぐに楽々とご使用できます。結果の出力

などの Excel コマンドはそのままご使用できます。 

 

(3) 編集が容易 

 Excelシート上に入力データを作成するため、予備計算から入力データの作成までの連携が容易です。また、

計算結果もシート上に出力されるため設計成果品としての編集が容易です。 
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4.2 文書レベルのカスタマイズ 

  

 -RunOnExcelシリーズでは、VSTO（Visual Studio Tools for Office）の Assembly Loader を利用して

DLL(Dynamic Link Library)ファイルを Excelブックにリンクさせています。したがって、フロントエンドとして使

用する Excel Bookは弊社がご提供する Excel Bookのみとなり、お客様がご使用している Excelアプリケーショ

ン自体をカスタマイズすることはありませんのでご安心下さい。 

 

  

 

図-4.1 文書レベルのカスタマイズ 
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